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 糞置・二上遺跡は福井市南部の文殊山の北麓に所
在する。一帯は奈良時代に東大寺荘園糞置庄が置か

れたと場所にあたる。この東大寺荘園の実態を明ら

かにするため、当協会創始者の角田文衛が戦後数回
にわたって調査を企画、指導した。昭和 27 年の第

１回は大阪市立大学により行われたが、昭和 28 年

の第２回調査は発足間もない古代学協会によるは
じめての調査であった。この第２回調査の際、近傍

に弥生土器が散布する地点があることがわかり、簡

単な調査が行われた。つづいて、弥生時代遺跡の解
明を主目的として、昭和 31 年に第３回調査が行わ

れた。 
 遺物としては土器が多量に出土しており、北陸で
「月影式」と呼ばれる弥生時代終末期の土器型式に

属するものが大半であり、きわめて多様な器種が含

まれている。受け口を呈し口縁に擬凹線をほどこす
甕や、口縁が大きく伸びる鉢、そのほか装飾器台な

どがある。いわゆる外来系の土器はまだ限られてい

て、古墳時代らしい斉一的な内容に変わるまえの地
域色の強い土器群として評価される。 
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